
性
(d
iv
ersit6
)
の
あ
る
で
あ
ら
う
所
の
､
斑
に
燐

S
地

値
を
求
め
る
rJ
と
が
必
要
で
あ
る
O

か
か
る
廉

い
囲
士
に
於

い
て
は
､
薯
人
は
､
を
の
市

民
郷
士
人
の
生
命
の
躍
進
の
絶
和
が
､
華
し

き
配
骨
的

躍
進

(61
an
social
)
在
る

l
の
全
悼
む
な
す

を
見
る
で

あ
ら

う
｡
rJ
の
融
骨
的
躍
進
在
る
も
の
は
.
住
民
の
典

通
に
有
す
る
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
紙
利
で
あ
る
が
､
そ
れ

は
､
呼
に
鷹
じ
て
p
経
碑
的
領
域
は
於
け
る
､
叉
､
遣

穂
的
'
知
的
簡
野
に
於
け
る
､
種
々
な
る
行
動
行
為
の

源
動
力
と
も
在
る
こ
と
を
得
る
の
で
あ
る
｡
其
れ
故
.

科
撃
的
進
歩
を
堆
勘
鼓
舞
せ
ん
と
す
る
心
懸
け
を
有
す

る
も
の
は
'
人
文
地
域
在
る
も
の
の
分
析
の
仕
事
は
封

し
て
性
悪
を
抽
ふ
排
由
k
.t大
い
に
有
す
る
評
で
あ
る
0

此
の
種
の
研
究
に
於

い
て
､

デ
ィ
ダ

γ
｡
ド

‥
フ
･
ブ

ラ
1
,y
HL
(V
id
al

de
la
B
ta
c
h
e
)
が
､
撃
枚
数
青

は

於

い

て
.

賂
亦
そ
の

｢
傭
蘭
囲

地

理

叙
述
｣
(T
ab
leau

de

ta
G
60g
Ta
P
h
ie

d

e

la

F
ra
nc
e)
の
中
に
凝

表
し

死
班
念
の
作
用
の
下

は
.

俳

蘭

両
地
排
撃
が

ti
の
先
駆

者
と
な
つ
LJ
乙
と
は
､価
蘭
閏
地
理
撃
の
整
容
で
あ
る
｡

荷
'
之
れ
を
薯
用
上
よ
-
論
ず
る
も
､
常
人
が
人
文

地
域
に
於
け
る
金
牌
の
班
念
に
従

っ
て
働

-
場
各
に

は
､
素
人
は
危
険
在
る
断
裂
を
避
け
得
る
機
縁
を
有
す

る
簿
で
あ
る
｡

(
昭
利
六
咋
柄
､
昭

利
八
%三
五
月
三
十
一
日
祁
兄
)

備
後
の
名
勝
山
野
峡
(独
鳴
峡
及
古
谷
川
の
峡
谷
=

二
)

〓
'
北

部

(
奥
峡
)

此
峡
谷
は
概
し
て
宙
線
h
tな
す
も
､
飾
班
の
た
め
に

備
後
の
名
称
山
野
峡

青

野

益

見

小
屈
折
を
な
す
用
あ
-
～
rJ
J
に
太
在
る
正
面
曝
懸
み

風
致
の
豪
批
在
る
も
の
多
-
'
淵
渦
及
泥
林
業
の
存
在

〓署
･.

1叫

;i



地

球

節
二
十
笹

は
亦
絹
布
に
同
じ
｡

龍
門

河
床
E
:岩
の
親
杭
す
る
桝
'
樹
木
井
上
に
%
.,

育
す
る
あ
わ
'
樹
下
岩
に
蹴
し
て
勝
北
を
崇
ひ
｡
鬼
桃

岩
は
堰
堤
の
川
h
tな
し
細
水
を
枇
q
u北
ひ
｡
LJ右
肺
:Jil

は
六
米
の
高

さ
峡
舛
利
封
i>:す
る
rJ
と
三
十
六
米
に
適

し
'
其
節
排
の
露
出
及
滋
蝕
の
状
態
は
自
然
美
の
俊
秀

な
る
も
の
を
-
.
此
柄
鞘
の
問
は
長
方
形
の
抹
消
を
縄

へ
'
純
水
汀
々
藍
よ
ら
昔
上

川
々
高
峻
的
命
山村
の
封

ふ
｡
仙
痛
….i
の
楓
樹

等
は
斜
に
交
叉
し
鞘
i
fh
.描
い

て

投
影
し
吏
ーこ
幽
超
森
厳
を
加
ふ
｡
峡
代
の
誠
-
る
桝
､

亀
に
二
段
の
滋
祁
懸
る
.
第

一
段
溝
は
淡
肘
走
向
の
節

印面
に
懸
少
､
左
右
両
端
に
二
作
と
LJ
少
'
左
:-.i
泥
は

爪
立
四
･
二
水
'
爪
:-.ii
砿
五
･Tj
米
､
顕
々
叱
嘩

一
の
耽

読
に
飛
下
す
､
此
馳
走
は
長
七
光
帖
.加
･
二
兆
あ
-
.

第
二
段
藩
亦
節
理
伽
の
右
:.け
よ
-

1
修
と
な
え
EJ
J
>:
六

求
.t
=
々
派
符
は
飛
F
L
t
願
る
壮
観
を
権
ひ
.
･3
此
浦

和
下
付
の
左
…T川
に
側
面
髄
白
糸
瀧
懸
る
'
水
少
な
く
帖

桃

さ
も
市
r
,甚
火
荏
-
'
降
川
桁
水
せ
ば
奔
騰
哨
下
雄

妨

二

牡

二
:火

円
h
ハ

弟

入

間

批

門

侃
門
の

中
火
称
よ

り非奥
雅
の

池
を
出
す

批
を
梅
1l
と
一;J
ふ
｡
此
龍
門
の
成
因
を

.

考
察
す
る
ほ
､

此
新
山か
は
梢
放
縦
の
節

理を
和
す
れ
ば

'
嘗
て
雅
邦
入

門
の
瀧
い讐
今

の
LE
岩
累
椛
地
)
に
飛
下
せ
し
懸
砧
が
流

水
1.L<
蝕
の
た
め
'
永
布
に
漸
次
後
起
し
瀧
壷
は
長
さ
維

持
と
秘
じ
制
服
を
=tL.す
る
に
.令
-
し
も
の
な
-
'
即
ち

節
理
と
..,3
他
と
の
二
作
川
に
よ
る
､
仙
人
｢
後
も
漸
次
後



過
し
二
段
灘
は

7
段
櫨
と
夜
-
峡
壁
溌
滞
愈
々
長
か
ら

ん
｡
累
積
岩
よ
-
峡
壁
を
通
し
二
段
梶
を
透
硯
す
る
の

丑
､
即
ち
粗
描
'
峡
壁
､
奇
岩
､
紋
樹
'
飛
梶
等
の
勝

景
を

一
陣
に
集
め
ば
､
涼
風
自
ら
起
-
身
心
悦
惚
農
の

移
る
と
知
ら
ず
､
蓋
し
峡
中
の
大
偉
観
絶
勝
の
一
に
で

三
段
峡
六
大
批
観
の
龍
門
蜘
糠
淵
の
糞
に
比
す
べ
L
O

わ.｢･.I)

東
浦
瀧

前
者
恕
隔
つ
る
Lm
飴
米
に
衣
-
｡
先
づ

一

健
の
瀧
途
中
左
右
に
分
れ
二
修
と
夜
か
て
操
淵
に
飛
下

し
'
乙
J
に
渦
巻
き
頗
る
豪
批
を
棲
む
｡
斜
長
二
十
三

光
O
寓
立
玉
来
｡
是
亦
節
甜
面
に
懸
る
も
の
に
雪

氷

撃
枠
種
谷
を
鷹
す
｡

り
ゆう
づ

龍

頭

瀧

前
者
を
去
る
可
米
に
在
-T
O

概
況

河
の
屈
折
部
に
在
る
正
面
渥
ほ
て
､
粘
板
岩

の
兼
踊
走
向
の
飾
班
面
は
憾
み
略
々
北
よ
ム
宙
の
方
向

を
取
る
(
此
節
桝
に
寓
変
の
南
北
節
班
も
存
す
).
上
下

二
段
を
な
し
､
上
段
梶
は
緩
斜
面
に
'
下
段
塔
は
急
斜

面
は
懸
れ
ば
､
瀧
寵
よ
カ
の
観
望
に
は
上
段
潔
は
隠
れ

て
存
在
を
諌
め
ず
｡
前
者
は
科
長
二
十
四
米
'高
立
六
｡

四
米
｡
後
者
は
宙
高
三
十
三
米
｡
各
計
画
高
三
九

｡
四

僻
級
の
銘
勝
山
野
焼

米
､
科
長
五
十
七
光
あ
-
､
漕
迫
二
回
八
と
柄
す
る
は

斜
長
重
機
を
意
味
す
る
も
の
を
-
｡

特
記

上
段
梶
｡

乙は
河
水
が
河
床
の
南
北
節
坤
h
=)

泣
蝕
L
y
生
成
せ
る
も
の
を
-
｡
其
河
床
は
高
低
二
段

に
分
れ
'
高
さ
部
に
は
東
西
節
排
両
の
右
端
に
二
段
の

小
梶
懸
少
'
高
さ
各
々
1
米
に
構
た
ぎ
る
79
'
水
勢
激

昂
侃
々
壮
烈
を
極
む
｡
其
河
床
の
中
央
は
横
臥
せ
る
宜

岩
の
力
め
温
水
之
は
街
激
し
流
向
を
更
に
右
噛
す
0
次

に
低
さ
部
に
は
磐
岩
流
水
浸
蝕
の
た
め
購
状
路
を
作
み

倭
に
>
字
形
に
曲
る
.
湛
水
は
此
綬
斜
を

一
候
に
白
龍

の
如
-
奔
下
し
下
段
轟
に
入
る
｡
其
所
の
洗
口
は
垂
直

的
は
見
れ
ば
t
U
字
形
に
淀
蝕
n
れ
て
Ⅴ
寧
谷
の
庇
に

穿
た
る
p
V
字
谷
の
側
壁
に
は
左
岸
の
頂
に
於
楓
､
右

岸
に
は
樫
楓
梓
等
繁
茂
し
､
両
岸
壁
に
は
岩
於
瓢
箪
岩

豆
等
生
育
し
､
更
に
常
々
の
風
致
を
加
ふ
｡
か
-
高
部

の
上
段
轟
は
今
節
班
面
の
着
岸
に
懸
る
79
'
左
岸
に
河

水
淀
蝕
の
痕
跡
を
認
ひ
れ
ば
､
育
-
は
左
岸
は
懸
ら
し

も
の
に
三

流
樽

玉
岩
左
岸
よ
み
中
央
に
横
臥
せ
る
た

め
流
路
を
右
岸
に
趣
-じ
現
状
を
覆
す
に
至
ら
し
も
の
を

三

七

的
七



地

球

妨
二十
懲

-
其
口
裏

の
下
に
縦
穴
推
し
鼓
に
北日
の
流
路
を
花
L
t

和

一
米
の
も
の
'
又
絹
7

･
.<
米
'
粍
C

∴

一束

の
も
の

あ
-
て
ポ
円
状
>
-l
kJ･す
｡

節
九

聞

龍

溺

瀧

(
.1
托
翌

下
段
溝

rJ
は
断
肘
に
よ
か
て
錐
じ
た
る
来
仰
近
向

の
節

即
.-3
の
確
約
の
岩
代
に
懸
る
も
の
に
て
'
非
岩
代

の
中

部
に
は
任
に
小
突
超
h
t廿
す
｡
上
段
泥
の
∩
水
は

瀧
‖
J･{
-

一
軒
に
放
奔
す

､
忽
ち
上

軸
の
岩
相

計病
弊

節
::
雄

二
‥八

円

八

す
る
も
の
は
､
砕
け
て
教
作
と
な
ら
鵬
下
し
､
虹
に
中

部
の
小
突
起
を
衝
-
も
の
は
細
川
と
な
る
｡
忽
に
し
て

下
部
の
岩
椛
を
幣

つ
も
の
は
1人
霧
漠

々
ね
-
｡
此
等
の

溢
水
は
山:G
哨
桝
h
l離
る
J
も
の
多

irTuも
'
又
之
を
体
は

-
小
流
と
な
-
て
口
許
の
如
-
落

F
す
る
も
の
あ
･a
て

史
に
埠
化
張
趣
を

..S
ふ

｡
此
泥
は
水
の
上
帖
二
光
t
LL･

帖
正
米
'
勢
威
猛
峻
挽
幣
鵬
躍
の
状
は
自
龍
の
鼻
天
に

労
据
わ
る
も
の
あ
C
-
O
水
稲
性
格
叱
峰
演
谷
に
堆
さ
:C

爪
の

.l
解
に
小払
つ
る

に
似
た
･少
｡

瀧
壷

略
々
帆
形
と
な
し
､
川
速
に
1L
嘉

多
-
､
共

満
水
の
稚
十
:Lj
米
､
故
洋
二
米
な
る
も
､
溢
水
鵬
肪
旋

姓
の
状
は
父
に
雄
邦
の
も
の
LI<
-
C
新
し
火
れ
大
雨
乍

ら
ば
泥
水
は
共
帖
h
t.聯
す
の
み
な
ら
ず
'
蓬
に
瀧
壷
の

中
火
に
放
射
凹
放
し
て
小lパ霧
と
な
-
'
冷
気
迫
-
観
客

永
-
鋸
:･1日..す
る
能
は
ず
と
.=ぷ
ふ
O

観
望
研

一
は
岩
窟
に
で
､
瀧
の
止
YLE;桁
瀧
壷
の
用
速

に
和
ら
'
関
目
十

一
来
､
応
.
I.
･
大
水
'
奥
行
正
米
あ

少
､
rJ
れ
入
水
の
際
'
泥
水
の
..B
他
作
川
に
題
さ
形
成

せ
ら
れ
LJ
る
も

の
な
-
ぐ
蓑
に
ペ
ン
チ
の
投
あ
-
､
雨



中
と
畔
も
座
が
ら
は
下
段
鶴
の
各
条
を
仰
眺
し
得
｡
二

は
碓
ケ
峰
ほ
て
､
瀧
の
岩
壁
面
に
交
叉
し
､
甫
三
十
度

問
の
走
向
を
有
す
る
馬
替
地
な
み
'
其
両
面
は
育
谷
川

の
峡
谷
､
其
東
面
は
断
層
崖
を
な
す
｡
此
峯
の
尖
報
に

近
-
松
其
他
紙
樹
の
茂
る
あ
わ
､
除
を
戒
め
て
嵩
に
至

ら
ば
上
下
両
段
鋸
飛
躍
の
雄
姿
を
倉
せ
て
同
時
に
厭
下

鑑
賞
し
符
｡

上
段
梶
の
高

さ
部
は
水
路
の
鼻
速
を
離
ひ
る
も
､
下

段
礎
は
依
然
幼

年
期
の
状
態
を
保
擬
す
｡
此
碇
は
其
高

さ
水
量
崇
高
偉
大
'
雄
揮
壮
烈
等
の
鮎
は
於

で峡
中
の

骨
位
を
占
め
､
三
段
峡
の
三
段
瀧
に
封
此
し
得
べ
-
.

彼
は
三
段
高
さ
三
十
米
､
此
は
二
段
高
さ
四
十
米
等
の

差
あ
る
も
､
均
し
-
為

れ
天
下
の
名
梶
カ
-
｡
備
中
の

碩
儒
仮
谷
朗
庭
番
の
詩
著
名
を
わ
'
日
-
～

秋
気
洗
天
闘
'
龍
闇
大
盤
闘
'
草
身
躍
未
没
､
飴
勢

麓
千
両
｡

板
岩

前
者
を
柳
る
少
許
の
河
中
は
石
英
斑
岩
の
露

出
あ
-
､
水
平
節
球
を
有
し
坂
岩
を
作
る
､
清
水
之
を

流
下
し
､
数
段
の
美
し
き
小
幕
を
覆
す
'
猿
鳴
峡
の
大

備
後
の
名
跡
山
野
峡

ノ
ベ
ラ
は
似
た
-
0

割
淵

長

さ
瓢
は
似
た
-
'
長
さ
十
八
米
､
操
土
米

車
.
瓢
口
に

は
二
段
の
小
保
飛
下
す
'
爾
窪
は
石
英
斑

岩
陀
立
L
t
荷
楓
樫
等
は
淵
上
に
交
叉
L
t
頗
る
幽
遠

閑
雅
の
蓬
莱
境
夜
か
｡

二
段
瀧

長
方
形
の
操
滞
ほ
て
'
長
さ
十

一
米
'
幅

基
準
'
操
三
光
あ
ら
､
両
岸
は
倒
立
せ
る
粘
蔽
岩
は
て

之
は
茂
れ
る
楓
樺
等
は
紺
碧
を
覆
弘
で
晒
し
､
此
淵
は

飛
躍
す
る
下
段
瀧
は
断
崖
岡
の
左
岸
及
中
央
に
懸
身
､

其
上
の
上
段
塔
は
科
長
十
五
米

(直
立
五

･
立
米
)
に

逢
す
｡
何
れ
79
清
々
散
々
頗
る
壮
観
を
量
す
'
秋
は
両

岸
の
紅
葉
燃
ゆ
る
が
如
し
'
故
は
此
塔
を
紅
葉
瀧
と
も

名
づ
-
｡

扇
子
淵

前
者
に
接
し
扇
子
状
を
夜
す
.
長
篠
十
二

米
､
頼
経
九
光
左
岸
に
は
楓
椿
茂
み
､
淵
上
に
酵
蒼
た

み
'
左
岸
に
偏
す
る
暗
流
は
大
岩
壁
面
に
潜
み
､
蕩
々

晴
々
届
要
部
に
飛
下
し
碓
肝
を
極
む
､
斜
長
七

･
五
米

(宵
立
四
･玉
来
)

此
瀧
ま
わ
上
流
二
十
米
間
は
流
急
な
ら
'
奇
岩
怪
石

三

九

四
九



*

*

*

71
+
O

の
株
は
る
も
の
多
-
'

流
は
此
間
A
J蓬
射
し
急
瀧
を
な

し
'
叉
多
-
の
楓
樹
は
其
上
もこ
茂
み
､
鍵
化
あ
る
泉
趣

を
表
現
す
｡

三
つ
瀧
(魚
切
'
天
龍
瀧
)

前
紀
の
奇
岩
に
輔
し
て

仰
親
す
､
龍
頭
瀧
と
同
じ
-
;fR
亦
正
面
礎
な
る
が
､
彼

が
略
々
北
よ
か
南
の
方
向
に
懸
る
に
佼
し
こ
は
略
々
西

1
か
束
の
方
向
に
懸
･a
t
三
つ
に
見
ゆ
故
に
三
つ
瀧
と

名
づ
-
る
も
､
箕
は
四
段
砧
を
な
す
｡
或
は
魚
切
と
も

稗
す
る
は
斯
魚
の
意
な
み
､
又
天
龍
瀧
と
呼
ぶ
は
其
形

潜
に
困
U
か
.
此
髄
は
折
居
_こ
捷
成
せ
る
も
の
に
て
'

組
成
岩
は
千
枚
岩
質
粘
板
岩
な
る
も
､
細
小
な
る
石
英

脈
の
沌
す
る
部
あ
･e/

略
々
南
北
及
束
酉
走
向
の
両
節

理
を
有
す
.

募

l
濡
(
最
高
珠
)

両
立
四
･
六
米
(
斜
長
七
･六
米
)

帖
四

･
二
米
､

一
様
の
流
は
沼
々
と
し
て
南
北
の
飾
押

面
に
懸
身
､
長
さ
七
米
の
瀧
壷
に
躍
入
す
｡

第
二
濡

第

1
の
保
水
は
'
直
立
六
･
六
米
(
斜
長
十

四
米
)
'
暗
五
･五
米
の
南
北
飾
珊
面
を
赤
々
と
し
て
奔

下
す
'
さ
れ
ど
瀧
壷
を
故
-
.

鱒二雛]nO

五

〇

第

十

脚三

つ

瀧

南方よ
り
北
六
十
五
此
所

に
向

ひ瑠す

第
三
蕩

第
二
の
保
水
と
受
け
'
段
々
と
し
て
飛
推

す
'
共
析
立
三
･三
光
(
斜
長
入
水
)'幅
七
米
あ
さ
｡
長

さ
三
･六
米
の
瀧
轟
に
流
入
す
0

第
四
蕩
(
最
低
薙
)

南
北
箇
5
.両
は
幅
七
米
直
立
九

米
あ
-
'
妨
三
瀧
壷
の
清
水
は
柿
熱
精
薄
と
し
て
'
此

岩
壁
両
を
躍
下
す
､
水
幅
三
米
あ
･,
0

.



瀧
壷

騰
固
形
を
な
す
､
長
種
二
十
三
米
､
知
種
十

二
米
､
右
岸
は
磐
岩
倒
立
､
東
酉
走
向
の
節
排
中
村
せ

る
も
の
､
叉
水
軍
飾
和
布
し
､
奇
岩
勝
は
墜
落
せ
ん
と

す
る
も
の
あ
少
O
左
岸
は
傾
斜
面
ほ
て
楓
樹
之
を
充
た

す
.
温
水
飛
騰
の
光
嘉
は
賓
は
批
軌
む
極
む
｡

此
泥
は
金
宮
高
二
十
四
米
(
科
長
三
十
九
米
)､
流
向

は
蚤

槽

と
し
て
西
よ
-
兼
を
二不
す
も
'
或
は
右
岸
よ
少

左
岸

へ
､
左
岸
よ
み
中
央

へ
の
曲
流
春
し
担
化
を
覆
す
｡

金
泥
の
水
勢
頗
る
弧
烈
'
殊
に
姉
四
鶴
に
至
っ
て
甚
し

-
'
水
煙
漠
々
衣
裳
悉
-
温
ふ
｡
藩
邸
侃
々
着
々
胞
呼

幽
谷
に
轟
き
､
大
河
の
堤
む
決
す
る
が
如
し
｡
此
梶
は

龍
頭
瀧
に
封
比
す
べ
き
79
の
ほ
て
'彼
は
二
段
男
性
温
.

此
は
四
段
女
性
梶
光
る
の
差
異
あ
わ
｡
荷
此
は
三
段
峡

の
三
つ
瀧
(
高
三
十
米
)と
其
成
因
及
状
態
を
同
ふ
し
之

は
封
此
す
べ
き
79
の
意
力
O

観
望
研

(
一
)積

瀧
盆
に
接
す
る
横
の
瓦
岩
上
の

桃
は
'
低

き
よ
上
向
き
は
向
以
盆
景
を
仰
観
す
る
に
通

す
.-
さ
れ
ど

脚
か
中
段
に
眺
め
村
ざ
る
所
あ
る
,<i･It憾

む
0

梯
後
の
翁
勝
山
封
峡

(
二
)第

叫
濃
の
頂

近
-
高
き
よ
み
低
さ
散
瞳
下
し

郵
分
的
の
観
察
は
至
梗
な
る
も
､
第
四
梶
を
眺
め
程
ざ

る
勧
あ
-
.
左
右
両
岸
よ
-
金
梶
h
l
一
陣
は
挑
む
る
地

鮎
に
､
観
望
の
設
棚
を
要
す
｡

北
部
の
概
括

此
置
域
は
正
面
璽

ハ
恕
数

へ
瀧
の
各

種
を
含
む
p
就
中
龍
門
龍
頭
三
つ
瀧
の
如
き
絶
勝
は
､

三
段
峡
の
龍
門
三
段
瀧
三
つ
瀧
に
.
そ
れ
ぞ
れ
封
此
す

べ
き
も
の
に
て
'
又
二
段
瀧
三
つ
瀧
と
､
龍
頭
瀧
三
つ

瀧
と
の
峡
中
の
砕
置
は
そ
れ
ぞ
れ
金
-
符
節
を
令
す
る

が
如
き
亦

1
奇
を
カ
.

酋
谷
川
峡
谷
絶
括

婁
之
此
秋
は
淵
潮
及
瀧
の
河
床

発
に
特
色
を
有
し
.
殊
に
瀧
は
其
異
髄
を
覆
し
､
叉
沫

林
業
は
よ
-
之
を
修
飾
し
､
三
段
峡
の
河
床
農
に
努
辞

す
｡
此
峡
も
猿
鳴
峡
と
同
じ
-
I,
風
致
む
損
壊
せ
ざ
る

範
囲
は
於
で
p
水
面
に
近
-
歩
道
の
開
艶
を
覆
し
'
以

で
鑑
賞
の
優
を
間
る
を
最
大
急
務
と
す
｡

四
p
錬

泉

ィ
､
鷹

の

湯
二

三

:7m
.i



地

球

不

二
L

懲

乙
は
廿
谷
川
峡
谷
右
…'ii
に
油
川
す
'
前
述
す
れ
ば
粥

略
す
｡

□
'
原
谷
鎌
泉

小
谷
川
と
脱
谷
川
と
の
(
;
流
黙
よ
-
徒
者
た
柳
る
こ

と
約
六
百
米
､
左
:Hl
に
冷
奴
湧
出
L
t
其
封
･_.11
に
満
場

両
…'ii
Iこ
暗
合
の
設
備
あ
-
｡
銘
久
は
i;
稚
肘
膨
貨
車
に

長

さ
一
･
八
米
帖

･
九
米
稲
川
形
の
小
井
を
穿
ち
'
共

底

部
は
滋

rJC
∴
一一米
の
劇
舵
よ
-
油
川
し
て
'
推
し

-
秘
色
h
l示

す
'
満
水
の
と
き
は
粍
二
光
飴
に
連
す
｡

･放
水
は
塙
氏
十
｣ハ
比
な
れ
ば

､
釣
瓶
ほ
て
粒
1
-げ
満
場

に
法
致
し
火
軌
を
加
ふ
｡
此
範
火
に
対
し
'
火

Iに
七
年

十
月
､
州
立
大
阪
術
後
試
瀞
価
北
所
長
岩
尾
技
師
の
試

食
報
S
;
咋
あ
-
'
之
h
･摘
録
す
れ
ば
'

無
色
招
明
'
霧
ア
ル
カ

リ
性
の
反
騰
を
=t
L
､
此
靖

は
埠
代
十
五
比
ーこ
於
で

一

･
〇
rJ
C
.T
j
六
花

か
､
建
立

分
析
を
覆
す
k
t
毎

1
リ
ッ
ト
ル
巾
に
今
村
す

る
,IP
盟

成
分
の
毛
先
左
の
如
し
｡

茶
番
残
濯

-
C
･
二
三
六

ぐ

ク

ワ
-
〟
-
C
･n
E
:

C
lJ

硫
酸
･･･
C
･
0
‥
五

円

純
恨

･
〇
･〇
二
六
C

第十 一一l.ri..1 J,I;J:谷 頻 l'̂

/.:冷泉, 申 't;･J'仰,ィJJ新堀及柄Ur

刀
-
ク

ム
-
C
･
〇
〇
二
二

ナ
ト

リ
ク

ム
･･･〇
･
〇
五

九
人

マ
〆
ネ

シ
ク

ム
‥
･
C
･
C
C
C
二

カ
ル

シ
ク

ム
･･･Lj
･
〇
〇
二
八

銭
及

ア
ル
ミ

ニ
ウ

ム
･･･
C
･
〇
〇

1j
五

泉
椴
及
S
:機
物
-
虹
弥
o

父
別
ーこ
明
治
十
飴
布
に
･Ji=
i
P
僻
よ
り
.3
億
せ
し
毛
蟹



成
分
表
に
依
れ
ば

ア
ル
カ
-
炭
酸
硫
化
水
素

(臭
気
は
pJ
の
布
衣
に
よ

る
､
以
上
二
種
は
少
濃
)
｡
石
衣
苦
土
硫
酸
鞄
酸
砧
醸
(
以

上
五
横
波
跡
)｡
碁
土
蛾
棚
醸
(
以
上
三
種
伎
倣
)

｡

千

グ
ラ
ム
中
固
形
物
質
畳
〇
･
三
六
と
あ
h
h｡

効
能

切
舵
､
皮
膚
病
'
細
粒
帰
､
償
腕
質
斯
､
痔

疾
'
婦
人
病
等
ほ
敦
果
敢
も
著
し
｡
此
東
泉
沿
革
の
初

は
得
て
評
ほ
し
動

き
も
'
明
治
十
三
年
九
月
薯
業
出
願

十
四
年
十
月
認
可
あ
み
以
て
今
日
に
及
び
'
潜
客
は
夏

季
は
最
も
多
-

.i
H
七
十
人
に
逢
す
｡

此
錬
泉
の
東
方
に
三
百
六
十
光
の

一
高
峰
聾
立
す
､

原
谷
川
及
小
田
川
に
封
し
狭
穿
分
脈
的
の
位
置
に
在
-

観
望
の

山
中
心
を
な
し
､
囲
'
北
'
兼
の
三
両
に
蛇
曲

の
情
流
を
眺
め
'
兼
北
は
圧~
原
､
西
南
に
下
原
谷
の
架

蕗
を
撒
下
す
べ
-
､
東
南
に
馬
乗
出
の
秀
峰
を
仰
ぐ
べ

L
t
泉
客
は
rJ
J
に
杖
を
曳
F
u.
南
し
て
岩
屋
槽
現
を

押
し
洞
窟
は
晴
袷
を
納
れ
､
北
し
て
iL
谷
川
及
牧
場
峡

の
名
勝
を
鑑
賞
し
､
悠
々
自
適
せ
ば
到
る
廃
に
仙
郷
あ

-
聴
飴
の
巣
を
養
ふ
べ
し
｡
此
地
升
が
二
錬
汲
む
有
す

る
rJ
と
は
帝
秤
峡
及
三
段
峡
の
及
ぼ
ざ
る
大
特
色
の

一

夜
-
と
す
0

鷹
の
敵
に
つ
い

ては
其
附
近
適
切
の
地
に
浴
場
を
新

設
し
.
原
谷
蝕
泉
は
漸
次
宿
所
其
他
の
改
善
を
必
嬰
と

す
〇

五
'
蓉
考
国
富

隣
地
洲
鹿
部
正
閏
分
の
.i
地
形
聞
(非
肘
及
油
木
樹
附
)o
地
慣
調
査

併
船
中
問
幅
俳
に
･仰
巾
糊
桁
地
域
故
肌
尊
(放
水
健
氏
)
｡
原
谷
銀
糸

試
験
報
せ
響
(倉
尾
技
師
)
｡

此
焚
充
と
此
柄
と
は
'
嚇

岡

太
瓢
長
告
川
氏
の
厚
意
と
'
升
に
山
野

村
の
湛
非
･:礼
市
､
肢
併
村
長
'
谷
本
助
役
､
鬼
謀
校
長
'
水
附
帯

一
'

滞
日
児

tl
'
お
印
陛
郷
等
構
成
指
導
肘
枕
と
の
腸
な
り
､
誠
に
喋
-
感

謝
の
志
を
表
す
｡

俳
後
の
翁
勝
山
野
峡


